
平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

公民館主催の各種学級・講座の企画・運営。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

公民館各種学級運営事業

開始年度 2005 終了年度 9999

社会教育法

目的 地域の実情や特性を考慮した家庭教育、女性支援等による学級、講座を実施し住民の学習ニーズに応え、地域教育力の向
上、充実を図る。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

地域住民の家庭教育、女性支援事業、環境教育、人権教育等の学級・講座を開催し教育力の向上に努める。

事業コード

1592

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

1

0

10

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

4,941決算額

4,890
事
業
費

5,363予算額

4,801

【単位：千円】

4,660
4,526

H28（2016）

4,814

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

生涯学習講座・学級開催数(新講座も含む) 目標値 100 100 100 100 100回

実績値 117 123 173 134

生涯学習講座・学級利用者数（新講座を含む) 人 目標値 9500 9800 10000 12000 12000

計算
根拠

年間利用者数

実績値 9702 11987 15049 11566

達成率
（％）

102.1 122.3 150.5 96.4

実数値

ランク A Ａ A A

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 公民館各種学級運営事業 1 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

年間利用者数が増加している。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

社会教育法第２１条第１項により公民館は市町村が設置することと規定され、第
２２条第１号により公民館の行う事業の中に定期講座の開設が規定されている。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

受益者負担

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

必要経費のみの予算執行で、コスト削減する余地が見当たらない。

根
拠

教材費等の自己負担金以外の徴収の検討。

根
拠

公民館運営協議会の活用。

根
拠

地域の実情に合わせた家庭教育や女性支援等による各
種の教育力の向上に向けた講座を開催し、学びあうこ
とにより、生涯学習およびまちづくり推進の拠点施設
としての充実を図る。講座内容についても、家庭教
育、女性支援など生活満足や食、美活などの創意工夫
をした講座内容に努める。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

地域の実情に合わせた家庭教育や女性支援等による各
種の教育力の向上に向けた講座を開催し、学びあうこ
とにより、生涯学習およびまちづくり推進の拠点施設
としての充実を図る。また、講座内容についても創意
工夫し参加しやすい内容に努める。

平
成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 公民館各種学級運営事業 2 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

補助金申請、実績報告のみの事務。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

連合青年団活動費補助金

開始年度 0 終了年度 9999

目的 青年祭、学習祭、機関紙の発行等を通して青年活動を高め、団結力を強めながら地域の活性化を図る。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

従来事業（研修、若越大会、他団交流研修）のほか、食育フェア、誠市などに青年団として参加し、若者の顔が見える事業
に協力している。青年団活動に対し事業補助を行う。

事業コード

1938

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間 24

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

補助費等

補助金等名称

270決算額

270
事
業
費

270予算額

270

【単位：千円】

270
270

H28（2016）

270

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

※設定困難 目標値

実績値

リーダー研修会の開催 回 目標値 2 2 2 2 2

計算
根拠

実績値 2 2 2 2

達成率
（％）

100 100 100 100

実数値

ランク Ａ A A A

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 若者・学生との連携若者が住みたくなる・住み続けたく
なるまちづくり

重点施策 分類（大） 分類（小）

821

H27事業名 連合青年団活動費補助金 3 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

青年層による積極的地域活動によって地域が活性化する。連合青年団が開催する
催しイベント等に住民の参加がある。根

拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

生涯学習を推進していくためにも連合青年団の育成は必要があり、市が関与する
必要がある。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

団員の増加等の成果の向上を望むため、削減は難しい。

根
拠

国・県等の補助金制度が存在しない市単独事業であるため、これ以上は望めな
い。根

拠

自主性や組織の活性化、団員数の増加を図ることで成果の向上が望める。

根
拠

青年団として社会参加・貢献を目指し、青年活動の活
性化を図るために事業補助を行う。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

青年団として社会参加・貢献を目指し、青年活動の活
性化を図るために事業補助を行う。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 連合青年団活動費補助金 4 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

補助金申請、実績報告書のみの事務。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

連合女性会活動費補助金

開始年度 0 終了年度 9999

目的 家庭や地域で婦人の役割を認識し、豊かなふるさとづくりに努める。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

女性の社会活動として交通安全、食育学習、ごみ問題などに取り組んでいる。社会学習活動および組織強化活動等に対し事
業補助を行う。

事業コード

1939

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間 24

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

補助費等

補助金等名称

600決算額

600
事
業
費

600予算額

600

【単位：千円】

600
600

H28（2016）

600

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

※設定困難 目標値

実績値

独自事業の開催 回 目標値 6 6 6 6 6

計算
根拠

実績値 9 8 9 8

達成率
（％）

150.0 133.3 150.0 133.3

実数値

ランク Ａ A A A

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 健康長寿健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

831

H27事業名 連合女性会活動費補助金 5 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

家庭や地域での婦人の役割の担うものは大きく、婦人会の組織化も必要である。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

婦人の社会学習活動および組織強化活動等に対して、行政の支援施策としての補
助金等交付事業である。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ない

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

社会活動参加や組織強化活動を行い、会員数が増加がすれば削減は望めない。

根
拠

国・県等の補助金制度がない市独自事業であるため、これ以上望めない。

根
拠

婦人の社会活動参加、組織強化活動に成果向上が望まれる。

根
拠

地域の婦人の役割を認識し、婦人会独自事業を開催し
ていく。市は補助金申請、実績報告のみの事務。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

地域の女性の役割を認識し、婦人会独自事業を開催し
ていく。市は補助金申請、実績報告のみの事務。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 連合女性会活動費補助金 6 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

補助金申請、実績報告書のみの事務。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

PTA連合会活動費補助金

開始年度 0 終了年度 9999

目的 市内各単位ＰＴＡ相互の連携を密にし、親と子の望ましい関係づくりと次代を担う青少年の健全育成を目指し、その方途を
思慮して企画実践し、青少年教育の一層の充実を図る。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

家庭での食育、安全安心、家庭教育力の向上などに取り組んでいる。社会学習活動および組織強化活動等に対し事業補助を
行う。

事業コード

1940

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間 24

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

補助費等

補助金等名称

180決算額

180
事
業
費

180予算額

180

【単位：千円】

180
180

H28（2016）

180

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

※設定困難 目標値

実績値

各単位PTA会長会の開催 回 目標値 3 3 3 3 3

計算
根拠

実績値 3 3 3 3

達成率
（％）

100 100 100 100

実数値

ランク Ａ A A A

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 学校・地域・家庭教育安心して生み育てられる子育て環境
の充実

重点施策 分類（大） 分類（小）

813

H27事業名 PTA連合会活動費補助金 7 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

親と子の望ましい関係づくりと青少年健全育成は社会全体のニーズであり市民
ニーズでもある。根

拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

家庭の教育力の向上と社会学習活動、組織強化活動を推進に係る行政支援施策と
しての補助金等交付事業である。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

増々、ニーズが増えていく活動である為、削減は難しい。

根
拠

市単独事業であり、これ以上は望めない。

根
拠

市内各単位ＰＴＡを組織化、活性化することにより成果の向上がある。

根
拠

市内各単位ＰＴＡ相互の連携を密にし、親と子の望ま
しい関係づくりと次代を担う青少年の健全育成を目指
し、その方途を思慮して企画実践し、青少年教育の一
層の充実を図る。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

市内各単位ＰＴＡ相互の連携を密にし、親と子の望ま
しい関係づくりと次代を担う青少年の健全育成を目指
し、その方途を思慮して企画実践し、青少年教育の一
層の充実を図る。

平
成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 PTA連合会活動費補助金 8 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

補助金申請、実績報告書のみの事務。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

地域ファミリーサービス活動費補助金

開始年度 0 終了年度 9999

目的 地域における日常的な助け合いと連帯を強めるための活動を推進する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

女性の社会参加支援として、会員相互援助により家事代行、老病者付き添い、子守などに取り組んでいる活動運営に対し事
業補助を行う。

事業コード

1941

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間 24

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

補助費等

補助金等名称

100決算額

100
事
業
費

100予算額

100

【単位：千円】

100
100

H28（2016）

100

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

　理事会 目標値 5 5 5 5 5回

実績値 5 5 5 5

支援率 ％ 目標値 100 100 100 100 100

計算
根拠

支援実績数／支援依頼数　

実績値 100 100 100 100

達成率
（％）

100.0 100.0 100 100

実数値 3834/3834 3629/3629 4154/4154 4144/4144

ランク Ａ A A A

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 学校・地域・家庭教育安心して生み育てられる子育て環境
の充実

重点施策 分類（大） 分類（小）

813

H27事業名 地域ファミリーサービス活動費補助金 9 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

地域の助け合いと連帯を強めるものであり市民ニーズがある。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

高齢者への援助や学童保育等の活動を通して社会教育に貢献しており、これら活
動を補助し向上を図ることは必要である。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

これから向上の望める分野である為、コスト削減は難しい。

根
拠

市の単独事業のため、これ以上望めない。

根
拠

地域の日常的な助け合いや連帯の強化は高齢化社会・子どもの育成等により成果
の向上も余地がある。根

拠

女性の社会参加支援として、会員相互援助により家事
代行、老病者付き添い、子守などに取り組む活動運営
に対し事業補助を行い地域の助け合いと連帯を強め
る。市は、補助金交付申請、実績報告書のみの事務。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

女性の社会参加支援として、会員相互援助により家事
代行、老病者付き添い、子守などに取り組む活動運営
に対し事業補助を行い地域の助け合いと連帯を強め
る。市は、補助金交付申請、実績報告書のみの事務。

平
成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 地域ファミリーサービス活動費補助金 10 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

補助金申請、実績報告書のみの事務。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

壮年グループ連絡協議会活動費補助金

開始年度 0 終了年度 9999

目的 社会の中核である壮年会の活動を活性化し、豊かな地域づくりを促進する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

壮年グループ連絡協議会の活動費の補助を行う。

事業コード

1942

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間 24

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

補助費等

補助金等名称

500決算額

500
事
業
費

500予算額

500

【単位：千円】

500
500

H28（2016）

500

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

※設定困難 目標値

実績値

理事会議の開催 回 目標値 12 12 12 12 12

計算
根拠

実績値 12 12 12 8

達成率
（％）

100 100 100 66.6

実数値

ランク A A A C

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 壮年グループ連絡協議会活動費補助金 11 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

地域づくりの中核である壮年会の活動は市民ニーズが十分ある。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

市内各壮年会の連携を図ることで地域づくりに貢献しており、行政の関与によっ
て活動を補助することは妥当である。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

活性化・組織化をおこなうことにより、より以上活動が活発化するためコスト削
減は無い。根

拠

市単独事業のため、これ以上は望めない。

根
拠

活性化・組織化を行うことにより、地域づくりの成果向上につながる。

根
拠

社会の中核である壮年会の活動を活性化し、市内各壮
年会の連携を図り豊かな地域づくりに貢献することを
支援する。市は補助金申請、実績報告書のみの事務。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

社会の中核である壮年会の活動を活性化し、市内各壮
年会の連携を図り豊かな地域づくりに貢献することを
支援する。市は補助金申請、実績報告書のみの事務。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 壮年グループ連絡協議会活動費補助金 12 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

交付金申請、実績報告書のみの事務。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

やっしきまつり事業交付金

開始年度 0 終了年度 9999

目的 ふれあいの里づくりを醸成するため、“やっしきまつり”をとおして地域の活性化を図る。
・かけがえのないわが街、鯖江を活性化するために昭和49年から鯖江市壮年グループ連絡協議会設立記念行事として開催さ
れている“やっしきまつり”をふるさと鯖江の伝統芸能の継承と地域のふれあい交流の場として定着させる。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

やっしきまつりの活動費の交付

事業コード

1943

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1

0

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

補助費等

補助金等名称

2,850決算額

2,700
事
業
費

2,850予算額

2,700

【単位：千円】

2,700
2,700

H28（2016）

2,700

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

まつりの開催回数 目標値 1 1 1 1 1

実績値 1 1 1 1

まつりの参加者 人 目標値 2200 2200 2200 2200 2200

計算
根拠

実績値 2500 2500 2100 2500

達成率
（％）

113.6 113.6 95.5 113.6

実数値

ランク A A A A

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 やっしきまつり事業交付金 13 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

真夏の鯖江の祭りとして、やっしきまつりの市民ニーズがある。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

鯖江に伝わる伝統踊りの継承と町おこしを目的とした活動であり、市の関与によ
り活動を補助することは必要である。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

まつりの参加・観客数の増加をめざすためには、まつりの内容の精査をしても削
減はむずかしい。根

拠

市の単独事業であるため、これ以上は望めない。

根
拠

まつりの内容を精査し、市民が来たくなる祭りを開催することにより参加者が増
加する。根

拠

“やっしきまつり”を通して地域の活性化と伝統芸能
やんしきおどりの継承を支援する。
実行委員会の立ち上げの時期を早め、会場での企画内
容の充分な協議や検討を行う。さらに、広報PR周知を
早めるとともに、踊りの継承のためにさらなる子ども
の育成指導やまつりへの参加促進を図ります。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

“やっしきまつり”を通して地域の活性化と伝統芸能
やんしきおどりの継承を図る事業を支援する。
実行委員会の設置時期を早め、会場と企画内容の充分
な検討と広報周知期間の確保、さらなる子どもの参加
促進を指導する。

平
成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 事務改善

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 やっしきまつり事業交付金 14 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

補助金申請、実績報告、関連団体の行事参加。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

市民運動推進協議会補助金

開始年度 0 終了年度 9999

目的 市民が地域で協力して住みよいふるさとづくりを行う市民運動推進協議会の活性化と育成を図る。地域の一般・子どもの行
事、講演会等の実践活動への補助。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

市民運動推進協議会の活動費の補助を行う。

事業コード

1949

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

補助金等交付現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1

0

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

補助費等

補助金等名称

80決算額

50
事
業
費

80予算額

50

【単位：千円】

50
50

H28（2016）

50

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

※設定困難 目標値

実績値

研修会の開催 回 目標値 3 3 3 3 3

計算
根拠

実績値 3 3 3 3

達成率
（％）

100 100 100 100

実数値

ランク Ａ A A A

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 市民運動推進協議会補助金 15 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

市民運動推進協議会による積極的な地域活動によって、地域が活性化する。市民
運動推進協議会が開催するイベント等に市民の参加がある。根

拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

生涯学習を推進していくためにも、市民運動推進協議会の育成は必要であり市が
行うものである。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ある

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

補助については検討の余地がある。

根
拠

すでに県等の補助制度を活用して財源確保に努めており、これ以上は望めない。

根
拠

市民運動推進協議会の自主性や組織の活性化、団体員数の増加を図ることで、成
果を向上させる余地はある。根

拠

市民が地域で協力して住みよいふるさとづくりを行う
市民運動推進協議会の活性化と育成を図る。地域の一
般・子どもの行事、講演会等の実践活動への補助。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

市民が地域で協力して住みよいふるさとづくりを行い
活性化を図るため、ふるさと学習や郷土美化活動、地
域の文化・伝統継承など、ふるさとづくり運動等実践
活動へ支援します。

平
成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 市民運動推進協議会補助金 16 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

地域における食育活動事業の企画・運営。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

地域における食育学習事業

開始年度 2006 終了年度 9999

目的 地域・公民館を拠点とした食育学習を、生涯学習の一環として積極的に取り組むことで、地域の教育力の向上を目指す。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

地域・公民館を拠点とした食育学習を、生涯学習の一環として積極的に取り組むことで、地域の教育力の向上を図る。伝統
料理、農業体験、講演会、親子料理教室等を開催する。

事業コード

2138

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.1

0

1.25

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

1,245決算額

1,231
事
業
費

1,245予算額

1,231

【単位：千円】

932
894

H28（2016）

998

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

食育学習に係る、学級・講座・イベント等の開
催

目標値 100 100 100 100 100回

実績値 116 100 92 70

学級・講座・イベント等の延べ参加者数 人 目標値 3000 3000 3000 3000 3000

計算
根拠

少子化の現状の中で、参加者数を維持

実績値 3118 2973 2846 2402

達成率
（％）

103.9 99.1 94.9 80.0

実数値

ランク A Ａ B B

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 地域における食育学習事業 17 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

地域において食育の重要性に対する意識が増加傾向にあり、農業体験、料理教室
へ参加したいというニーズが増加している。根

拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

生涯学習の一環として、市が地域の人々のに働きかけ、全市的に推進していく必
要がある。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ない

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

必要経費のみの予算執行でコストを削減する余地はない。

根
拠

受益者負担の徴収についても考えられるが、事業の趣旨にそぐわない。

根
拠

現状の事業を継続する以外ない。

根
拠

伝統料理、農業体験、講演会、親子料理教室等、地
域・公民館を拠点とした食育学習を、生涯学習の一環
として積極的に取り組む。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

伝統料理、農業体験、講演会、親子料理教室等、地
域・公民館を拠点とした食育学習を、生涯学習の一環
として積極的に取り組む。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 地域における食育学習事業 18 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

パソコン技術・知識の向上のための教室は専門業者委託に
よるが、情報発信などは受講生自らが主体的に行動する。

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

高年大学IT推進事業

開始年度 2012 終了年度 2017

目的 高年大学のパソコン教室の充実およびパソコンを使用しての受講生の活動を活発化し、高年大学の学習内容や活動をイン
ターネットなどで情報発信をすることで、高年大学の社会貢献を促進し、ＩＴのまちさばえの推進を図り、鯖江市住民の定
住化と活力の増進を図る。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 生涯学習課

パソコンを常時設置、インターネット回線と接続し、ブログやホームページ、Facebook、Ustreamを立ち上げ高年大学学習内
容や活動など情報化を促進し高年大学の活動を広く発信する。

事業コード

3078

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

民間等委託（一部）現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間 0

0.3

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

143決算額

795
事
業
費

143予算額

360

【単位：千円】

440
439

H28（2016）

440

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

パソコン教室、情報発信セミナー、コース学習
などの回数

目標値 91 91 91 95 95回

実績値 140 140 156 145

情報発信回数 回 目標値 100 100 100 100 100

計算
根拠

ブログ、ホームページ、Facebook、Ustream等による情報発
信回数

実績値 143 158 163 161

達成率
（％）

143 158 163 161

実数値

ランク Ａ Ａ Ａ A

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり ＩＴのまちづくり若者が住みたくなる・住み続けたく
なるまちづくり

重点施策 分類（大） 分類（小）

823

H27事業名 高年大学IT推進事業 19 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

受講生を対象に課外授業として情報発信セミナーを開催したところ、１６名の受
講生が集まって継続したセミナーを希望している。また、パソコン教室の多くの
受講生もインターネットなどの利用を希望している。

根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

高年大学を拠点として、高年大学の活動を情報発信したり、パソコン教室で情報
通信などの技術の習得を目的としているので、高年大学が実施すべき事業であ
る。

根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

受益者負担

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

必要最小限の経費のため、コスト削減は困難である。

根
拠

パソコン教室受講生から参加者負担金を徴収することも可能であり、既にテキス
ト等は別に実費負担している。ただし、備品や設備の整備等では市の財産となる
のでできない。平成24年度からはたんなんケーブルTVの賃借料や整備費の一部を
クラブ員が負担している。平成26年度からはPC環境整備にかかるリース料の一部
も負担していただくことになっている。

根
拠

受講者のスキルアップと外部関係団体等の連携により、成果の向上が見込める。

根
拠

ＩＴ推進事業として、パソコンクラブを充実し、カリ
キュラムにＩＴ関連の内容を盛り込むとともに、高年
大学の学習や講義内容を受講生が動画で収録し、イン
ターネットやラジオの電波に乗せて情報発信すること
を目指す。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

ＩＴ推進事業として、パソコンクラブを充実し、カリ
キュラムにＩＴ関連の内容を盛り込むとともに、高年
大学の学習や講義内容を受講生が動画で収録し、イン
ターネットやラジオの電波に乗せて情報発信すること
を目指す。

平
成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 高年大学IT推進事業 20 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

図書館管理運営事業

開始年度 0 終了年度 9999

図書館法

目的 市民生活、郷土の産業、文化と暮らしなど市民の生活全般にわたって、図書館サービスを提供し、市民の教育と文化の発展
に寄与する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 文化の館

時代に適確に対応した、図書資料を収集・整理・保存して、市民の利用に供する。図書館サービスの充実を図る。

事業コード

231

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

1.9

0

9.6

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費（投資的）

補助金等名称

65,869決算額

71,328
事
業
費

67,995予算額

71,328

【単位：千円】

70,096
74,592

H28（2016）

73,063

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

図書館開館日数 目標値 342 342 342 342 342日

実績値 336 342 342 342

入館者数 人 目標値 300000 300000

計算
根拠

図書館入館者数

実績値 282874

達成率
（％）

94.3

実数値

ランク A B B Ｂ

図書貸出者人数 人 目標値 120000 120000 120000

計算
根拠

図書貸出者人数

実績値 115072 108883 105475

達成率
（％）

95.9 90.7 87.9

実数値

ランク A B B Ｂ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

図書館の充実

実施施策

2033

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 図書館管理運営事業 21 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

市民の生涯学習、知的オアシスの場として市民に求められている。また市民の図
書館利用登録率も70％を越えている状況で、多くの市民が日常的に利用してい
る。

根
拠

事業名 図書館サービス

主体 福井県立図書館

鯖江市民への直接的なサービスが必要である。

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

図書館法により図書館の利用対価を徴収できないので、民間事業とすることは困
難である。また、資料の収集において偏向しないことや知的水準の維持も求めら
れているので行政が行う必要がある。

根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ある

不可能

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

経費を限界まで削減してきているので、これ以上の削減余地はない。

根
拠

国・県等の補助制度が存在しない市単独事業であるため、これ以上は望めない。

根
拠

蔵書の充実、レファレンスサービス（調べもの）において、質の向上は常に求め
られる。根

拠

市民の生涯学習施設である「市民のための市民の図書
館」として開館日数を多くし、いつでも利用できる図
書館を維持していく。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

市民の生涯学習施設である「市民のための市民の図書
館」として、開館日数を維持しながら、いつでも利用
でき愛される図書館を目指して、昨年度同様の形態で
実施する。

平
成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 図書館管理運営事業 22 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

ライブラリーカフェ

開始年度 2005 終了年度 9999

目的 新たな学びへの扉を開くことを通じて、市民の教養が高まることに資する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 文化の館

文化の館喫茶室という気軽な雰囲気のなかで、様々な分野で活動している人の話を聞き、参加者も含めた語らいの場を提供
する。

事業コード

482

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.05

0

0.2

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

415決算額

120
事
業
費

430予算額

84

【単位：千円】

99
110

H28（2016）

110

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

開催回数（ライブラリーカフェコンサート含
む）

目標値 10 10 10 12 12回

実績値 12 15 15 13

年間参加人数（ライブラリーカフェコンサート
含む）

人 目標値 240 240 240 600 600

計算
根拠

年間参加人数

実績値 559 818 977 885

達成率
（％）

232.9 340.8 407 147.5

実数値

ランク A A A Ａ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 ライブラリーカフェ 23 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

毎回40人ほどの参加者があり、開催回数も100回を迎えた。全国の図書館などに
おいても秀逸な試みだと賞賛されている。様々な分野の講師の他に、県立大学と
の提携や福井大学からの講師希望もあり、大学がない鯖江市にとって貴重な催し
になっている。

根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

対価を徴収せずに知的、学術的知識を提供し、講師が市民と交流する催しは行政
にしか果せない。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

講師への謝礼は最低であり、削減の余地はない。

根
拠

国・県等の補助制度が存在しない市単独事業であるため、これ以上は望めない

根
拠

若者の参加を増やしていく必要はある。

根
拠

全国的に、鯖江市図書館の市民協働事業として知れ
渡っている。また、市民から知的好奇心を得る場とし
て求められており、継続していく。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

毎回、40人以上の参加者があり、市民から知的好奇心
を得る場として好評を得ているので、鯖江図書館友の
会と協働で、昨年度同様の形態で実施する。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 ライブラリーカフェ 24 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

映像シアター開催事業

開始年度 1995 終了年度 9999

目的 映像芸術、視聴覚教材に親しんでもらうことを通じて、市民へ娯楽を提供するとともに、文化的教養の向上に資する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 文化の館

月1回程度の頻度で、名画等の鑑賞会を開催するとともに、子ども向け「こどもシアター」を夏休み・春休み期間などに年
1・2回開催する。また、映像制作活動を行っている市民グループの作品を合わせて上映する。

事業コード

612

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.05

0

0.18

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

80決算額

99
事
業
費

95予算額

99

【単位：千円】

65
60

H28（2016）

65

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

上映回数 目標値 13 13 13 14 14回

実績値 15 15 15 14

年間入場者数 人 目標値 1100 1100 1100 1100 1100

計算
根拠

年間入場者数

実績値 1281 1189 1109 1113

達成率
（％）

116.5 108.1 100.8 100.3

実数値

ランク A A A Ａ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

生涯学習体制の充実

実施施策

2031

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 映像シアター開催事業 25 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

毎回80名ほどの参加者があり、好評を得ている。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

優れた映画や郷土の昔の映像を見る機会は殆どないので、市民の精神的風土を豊
かにするために行政が行なう必要がある。根

拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

最低限の経費で事業を行なっている。

根
拠

国・県等の補助制度が存在しない市単独事業であるため、これ以上は望めない

根
拠

上映作品内容を変更して、これまでと違う視点を導入する。さらに「こどもシア
ター」として子ども向けのシアターを開催する。根

拠

子どもから高齢者までが、映像を楽しみ親しむことが
できる事業である。生涯学習の施設として、市民の集
う事業として維持していく。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

子どもから高齢者までが、映像を楽しみ親しむことが
できる場を提供するため、昨年度同様の形態で実施す
る。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 可能

未実施

可能
H27（2015）

可能

未実施 未実施

H28（2016）

可能
H29（2017）

可能

未実施

H27事業名 映像シアター開催事業 26 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

図書充実事業

開始年度 0 終了年度 9999

図書館法

目的 蔵書を充実することにより、図書館サービスの向上を図る。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 文化の館

市民のニーズに沿った質の高い蔵書をめざして、図書資料等の選書、収集、整理、保存を行う。

事業コード

2077

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.3

0

4

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費

補助金等名称

15,600決算額

15,770
事
業
費

15,600予算額

15,770

【単位：千円】

15,770
15,570

H28（2016）

15,770

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

蔵書数 目標値 320000 320000 320000 346000 347000冊

実績値 335750 337913 343250 351530

レファレンス数 件 目標値 5500 5500

計算
根拠

レファレンス数：市民の求める資料・情報に応える件数

実績値 5479

達成率
（％）

99.6

実数値

ランク B B B Ａ

貸出冊数 冊 目標値 495000 497500 500000

計算
根拠

年間貸出冊数

実績値 460593 442715 425895

達成率
（％）

93.0 89.0 85.1

実数値

ランク B B B Ａ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

図書館の充実

実施施策

2033

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833

H27事業名 図書充実事業 27 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

市民の知的財産集積の図書館として、資料を揃えて提供している。市民の図書館
利用登録率も70％を越えており、市民が恒常的に利用している。根

拠

事業名 図書館サービス

主体 福井県立図書館

鯖江市民への直接的なサービスが必要である。

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

図書館法により図書館の利用対価を徴収できないので、民間事業とすることは困
難である。また、資料の収集において偏向しないことや知的水準の維持も求めら
れているので行政が行う必要がある。

根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ある

不可能

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

経費を限界まで削減してきているので、これ以上の削減余地はない。

根
拠

国・県等の補助制度が存在しない市単独事業であるため、これ以上は望めない。

根
拠

蔵書の充実、レファレンスサービス（調べもの）において、質の向上は常に求め
られる。根

拠

市民の知的財産を限られた予算で有効に活用するた
め、図書選書の質を高め蔵書の充実を図って、市民の
求めるレファレンス（調べもの等）に対して、的確に
応えていく。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

市民にが求める資料、情報に正確かつ迅速に応えるた
め、図書および資料等の選書の質を高め、蔵書の充実
を図りながら、昨年度同様の形態で実施する。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施

H27事業名 図書充実事業 28 ページ



平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

読書手帳普及事業

開始年度 2014 終了年度 9999

目的 読書手帳の発行・普及により、図書館から借りた本の履歴（読書歴）の管理を利用者自らが行うことが可能となり、「一度
読んだ本を再度借りてしまうことが避けられる」「以前読んだ本を再度借りたいときなどにスムーズに手続きできる」など
利用者の利便性が向上する。また、読んだ本の履歴が目に見えて増えていくことや、読んだ本の簡単な感想を書き込むこと
などで、読書の楽しみが増し、読書活動推進へとつなげることができる。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 文化の館

文化の館において、読書手帳を発行し、図書館利用者が読書履歴を自分で管理することが可能にする。記念手帳に、シール
ラベルを貼る形式にする。
Ｈ26.10.27～発行開始

事業コード

3233

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.17

0

0.17

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費（投資的）

補助金等名称

決算額

1,000
事
業
費

予算額

971

【単位：千円】

0
87

H28（2016）

31

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

読書手帳の配布冊数（累計） 目標値 7000 1500 1700冊

実績値 1107 1575

シールタイプロール紙の使用量 巻 目標値 20 20 20

計算
根拠

ロール紙の使用量で、貸出履歴の出力冊数の把握ができ
る。（ロール紙は１巻につき2300冊分の貸出履歴が印字可
能。）

実績値 18 16

達成率
（％）

90 80

実数値

ランク B Ｂ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

図書館の充実

実施施策

2033

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833
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平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

個人の貸出履歴に関する問い合わせが多い。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

貸出履歴を出力できるのは、図書館情報システムからのみである。
根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

初期導入は終了し、最低限の維持費のみである。

根
拠

根
拠

市民にまだ知られていないため、広報をしていく。また、子どもたちにも普及し
ていきたい。根

拠

利用者が自ら、個人情報である読書履歴を管理できる
ため、読書の楽しみを得て、読書活動推進のひとつと
して進めていく。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

利用者が自らが読書履歴を楽しみながら管理できるた
め、読書活動推進のひとつとして、昨年度同様の形態
で実施する。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施
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平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

図書の選書・団体貸出：市直営　　　運営：民間委託等

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

「えきライブラリー」運営事業

開始年度 2014 終了年度 9999

目的 ＪＲ鯖江駅利用者の利便性向上による乗降客の増加策および駅前活性化施策の一環として、鯖江市が長期間空きスペースと
なっているＪＲ鯖江駅２階を整備・賃借し、このスペースを活用した市民協働による事業を展開する。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 文化の館

鯖江市がJR鯖江駅2階スペースを整備活用する市民協働による事業において、図書の貸出を行うため、図書の購入や情報検
索・発信のためパソコンを配置する。

事業コード

3234

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

その他現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

0.13

0

0.26

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費（投資的）

補助金等名称

決算額

300
事
業
費

予算額

280

【単位：千円】

155
136

H28（2016）

232

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

運営方法・運営団体との打合せ回数 目標値 12回

実績値 12

「えきライブラリー」への配本冊数 目標値 2600 1200冊

実績値 1198

返却冊数 冊 目標値 1200 1200

計算
根拠

「えきライブラリー」への本の返却冊数

実績値 1327

達成率
（％）

110.6

実数値

ランク A Ａ

図書貸出等詳細打合せ回数 回 目標値 12

計算
根拠

実績値 12

達成率
（％）

100

実数値

ランク A Ａ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

図書館の充実

実施施策

2033

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833
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平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

えきライブラリーでの利用者の利便性がある。
根
拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

市民協働事業として行政がかかわる事業である。
根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

これ以上の削減余地はない。

根
拠

根
拠

魅力ある図書を提供し、返却ポストのPRをしていく。

根
拠

JR鯖江駅前のにぎわい創出の場として、図書の貸出・
返却を推進していく。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

JR鯖江駅前のにぎわい創出と、JR利用客や周辺住民の
利便性を図るため、昨年度同様の形態で実施する。平

成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施
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平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

読書困難者支援事業

開始年度 2015 終了年度 9999

目的 これまでの障害者サービスで提供してきた資料は「点字（訳）図書」「録音（テープ・ＣＤ）図書」「大活字本」などであ
るが、障害特性に合わせた資料やサービス方法の開拓・活用が求められている。　2016年4月から「障害を理由とする差別の
解消の推進に関する法律（通称：障害者差別解消法）が施行し、図書館としても拡大読書器などを整備することで、視覚障
害者などの読書困難者にもバリアなく読書を楽しんでもらうことを目指す。

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
計
画
）

Ｈ28
事業名

部署名 文化の館

拡大文字・白黒反転などに対応した拡大読書器を設置。また「サピエ（視覚障害者総合情報ネットワークシステムの略
称）」　を利用することで点字・読み上げ図書データの提供を行っていく。

事業コード

3309

概要

法令
根拠

実施
形態

内
容

Ｄ
Ｏ
（
実
施
）

活動指標

市直営現在

指標名 単位 年度 H24（2012） H25（2013） H26（2014） H27（2015） H28（2016）

成果指標

総
合
計
画
体
系

基本施策
体系

重点施策
体系

正規職員

臨時・嘱託

※所要時間

1

0

3

会計

事業タイプ

経費区分

事
業
要
員

タ
イ
プ

一般会計

単独事業

物件費（投資的）

補助金等名称

決算額

事
業
費

予算額

【単位：千円】

274
40

H28（2016）

274

H29（2017）H27（2015）H26（2014）H25（2013）区分

啓発チラシ配布（視覚障害者） 目標値 50 100枚

実績値 50

視覚障害者への視聴覚資料郵送回数 回 目標値 18 20

計算
根拠

1月あたり1.5回×12月

実績値 18

達成率
（％）

100

実数値

ランク Ａ

豊かな心を育む文化の薫る
まちづくり

生涯学習を充実する生涯学習

基本目標 属性 基本施策

図書館の充実

実施施策

2033

「人の増えるまち」づくり 生涯学習健康と長寿の推進

重点施策 分類（大） 分類（小）

833
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平成28年度　事務事業評価_事務事業調書　（評価対象事業）

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（評
価
）

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

【廃止可能性】
　ある場合、当該事業の廃
　止は可能ですか。

【競合】
　国、県、または民間のサー
　ビスと競合している事業は
　ないですか。

【ニーズ】
　住民等のニーズは十分に
　ありますか。

平成28年1月に拡大読書器とサピエ再生プレ－ヤ－を購入し、障がい者読書支援
サ－ビスを拡充しており、今後、継続的な利用があると判断する。根

拠

事業名

主体

必
要
性 【行政関与】

　行政が実施すべき事業で
　すか。

市直営の施設であるため、行政が実施すべきもの判断。
根
拠

根
拠

有
効
性

効
率
・効
果

【コスト削減】
　今以上に、コストを削減す
　る余地はありますか。

【財源確保】
　今以上に、財源を確保す
　る方法はありますか。

【成果向上】
　今以上に、成果を向上させ
る余地はありますか。

ある

はい

ない

なし

ある

ない

【統廃合可能性】
　ある場合、当該事業の統
　廃合は可能ですか。

【類似重複】
　本市の事務事業の中で、
　目的や概要が類似する事
　務事業はないですか。 事業名

所管課

根
拠ない

平成28年度以降はサピエの年間利用料のみで、最低限の支出と判断する。

根
拠

国・県等の補助制度が存在しない市単独事業であるため、これ以上は望めない。

根
拠

市民に引き続き本サ－ビス事業をＰＲし、利用拡大を図っていく。

根
拠

平成28年1月に拡大読書器とサピエ再生プレ－ヤ－の
購入やサピエ加入により障がい者支援サ－ビスを拡充
しており、引き続き、今年度も本事業を実施し、読書
困難者の読書支援を行っていく。

維持

平
成28

年
度
取
組
み

【平成29年度　方向性】

従来から提供している点字図書、録音図書、大活字本
に加え、拡大読書器利用やサピエ（視覚障害者情報総
合ネットワ－ク）を通じての図書利用サ－ビスを昨年
度同様の形態で実施し、読書困難者の読書支援を行っ
ていく。

平
成29

年
度
計
画

【平成28年度　取組み】 維持

取組選択
年度

実施状況

H25（2013）H24（2012） H26（2014）
不可能

未実施

不可能

【H28提案型市民主役オープン事業実施】 不可能

未実施

不可能
H27（2015）

不可能

未実施 未実施

H28（2016）

不可能
H29（2017）
不可能

未実施
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